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１．事業目的
①県議会・市町議会議員・審議会委員等への女
性の政治参画を推進する。
②参加者のエンパワーメントを図り、女性の政
治参画に向けて、ネットワークを構築する。
③参加者が政策や意思決定の場で活躍できる
様、自分の考えを伝える力、コミュニケーショ
ン能力を身につける。

２．事業内容
【 対 象 者 】 政 策 決 定 の 場 へ の 参 画 に 意 欲
が あ る 女 性 お よ び そ れ を 支 援 す る 活 動
を 希 望 す る 市 民

【参加人数】各講座３０人

　9 月から 12 月にかけて計 3 回、政策決定の
場で活躍している女性講師を 招いてお話を伺
い、参加者とのディスカッションを通じて、女
性の政治参画について考える。テーマは「政策
決定の場で女性の割合を増やすに はどうすれば
良いか」とする。実際に声を上げることで、どの
ような変化が起きたかを具体的に講演者に語っ
ていただく。経験者の話を通じて、参加者自身
が主体となって活動していくことができるよう
働きかける。

【第一回講座】
講 師 ：伊藤育子氏（前静岡県議会議員）
テーマ：県議会議員の経験から
コーディネーター：池谷廣氏（前静岡県くらし・
環境部長）

【実施日時】９月 18 日（日）
【実施場所】ふしみや貸会議室　903 号室

４．社会に声を届けよう！　
　　～未来をカタチに～
        

 男女共同参画ネット　ミモザしずおか
代表　向田 志保
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【アンケート結果】
　・各市町村で女性の会をもつのもよいと思う。
　・先生の分かりやすい貴重なお話に感銘を受
　けました。
　・地道な活動の積み重ねが大切。そこから意
　見を発信し、アイディアを提言していく。
　・坂本先生が皆の意見に耳を傾けてくださり、
　丁寧にお答えくださった。
　・女性自身がもっと勉強し、力をつけるため
　の講座を増やしたい。

【第三回講座】
講 師 ：花堂晴美氏（現清水町議会議員）
テーマ：子どもたちの未来のために
コーディネーター：石井真人氏（三島の 30 年
後を語り合う若者の会代表）、池谷廣氏

【実施日時】12 月４日（日）
【実施場所】ふしみや貸会議室　801 号室

【アンケート結果】
　・講師の伊藤先生から、たくさんの勇気と　　
　パワーをいただきました。
　・女性から女性へのエンパワメント、知恵
　の継承がとても大切だと思います。
　・時間で区切られテキパキしていて良かっ
　たです。もう少し時間が欲しかった。
　・伊藤先生のお話がとてもおもしろかった
　です。力をもらった。
　・もう少し時間があれば、グループワーク
　が深いものになった。

【第二回講座】
講 師 ：坂本由紀子氏（前静岡県副知事）
テーマ：静岡県副知事、国政の経験から
コーディネーター：佐久間恵氏（富士市「Power 
up Fuji」副代表）

【実施日時】10 月９日（日）
【実施場所】あざれあ　第一会議室
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たい！」という情熱が伝わる一般質問を受けて、
市議会議員に立候補する意志を固めた方もい
た。なお、懇親会も行い、参加者同士の情報交
換や、市町議会議員の出馬の意向などを伺った。
結果として、計 5 名の方が次期の市町議会選挙
に出馬することが判明した。今後は、この講座
を通じて築いたネットワークを有効に活用し、
先輩議員からのアドバイスを活用し、当会会員
を中心に、こうした方々の夢が実現するよう全
面的に活動の後押しをすることを確認した。今
回の参加者の方が、議員といった枠にとらわれ
ず、様々な形で今後女性の政治参画を後押しす
る実践者となることを期待している。今回の講
座の参加者は、女性だけではなく、男性の参加
者が 3 分の 1 くらいを占め、女性の活躍の必然
性に関する共通認識を持っていた。男女共同参
画の活動は女性中心になりがちだが、今後は男
性にも興味をもっていただくよう、積極的に働
きかけていきたい。今回の反省としては、参加
者の年齢層が高く、40 代以上の方が大半を占め
ていた。学生向け、もしくは子供向けといった、
若年層をターゲットとした講座、勉強会も企画
していきたい。
　まだまだ始まったばかりの当会の活動ではあ
るが、徐々に賛同者も増えてきた。これからは
女性の政治参画に関するプロセスも重視し、ま
ずは女性が「自分で動いてみる」そして「何か
を変える」「自分も変わる」といったように、ど
んどん実践の場を踏んで、活躍の場を広げられ
るような機会を皆さんに提供していきたい。

４．今後の展望
・静岡県男女共同参画団体の登録を行う。
・定期的に政治カフェを行い、女性の政治参
画の拡大を促進する。
・市町とタイアップを行い、男女共同参画活
動に関する勉強会、イベントを開催する。

【アンケート結果】
　・花堂先生、池谷氏、石井氏のお話、短時間
　ですが、有意義でした。
　・公民連携の必要性を痛感する。
　・思いを持った女性達のお話がたくさん聞け
　てよかったです。
　・先生方のお話の内容が濃かった。ワーク
　ショップも充実した話し合いができて満足し　
　た。人間力、コミュニケーション能力を高め
　る教育は本当に具体化しなければならないと
　思った。
　・参加型ワークショップが楽しかった。
　・ワークショップの時間が短かった。
　・色々な立場の人の色々な話が聞けてよかっ
　た。
　・自分自身の視野が狭いことがわかったので、
　勉強のモチベーションになりました。

３．事業の成果
　9 月から 12 月に渡り、静岡駅付近の施設に
おいて、計 3 回、女性の政治参画に関する講座
を行った。いずれの回も女性議員としてご活躍
した経験のある方に講演していただいた。また、
コーディネーターとして、当会顧問であり前静
岡県くらし・環境部長の池谷廣氏や三島の三十
年後を語り合う若者の会代表の石井真人氏らに
お越しいただき、男性の視点からの女性活用に
関するご意見も頂戴した。12 月の講座終了後
には、参加者の中から希望者を募り、清水町議
会の傍聴にも出向いた。当会会員でもある花堂
晴美氏の「清水町をより暮らしやすい町にした
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５．協働団体
　・Power up Fuji ( 富士市 ) 男女共に生きやす
    いまちづくりを目指す団体
　代表 : 小櫛和子氏
　・三島の 30 年後を語り合う若者の会 地域リー
   ダー養成団体 
　代表 : 石井真人氏

　【後援】
　・WIN-WIN の会 ( 東京都 ) 議員になりた　
　い女性を後押しする政治団体　
　代表 : 赤松良子氏 ( 元文部相大臣 )
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１．事業目的
　時代と共に、女性の置かれている状況や年代
の違いにより、人々の意識も変化してきている。
しかし女性の地位向上は根源のところではあま
り進んでおらず、ともすれば逆行しかねない状
況にある。
　磐田市では、今年度より、男女共同参画セン
ターの職員がいなくなり、図書の貸し出しのみ
が、市民活動センターに委託されて残された。
連続基礎講座を行うことで、地域に男女共同参
画の重要性をアピールする。
　また、若い人たちに、今、社会で起こってい
ることがどのように男女共同参画と関係してい
るかを考える機会を提供し、気づきのきっかけ
としてもらう。
　一人でも多くの人に気づいてもらい、男女共
同参画社会の実現を進める。

２．事業内容
〈男女共同参画　基礎講座　連続３回〉

　若い年代の女性が関心を持っていることや、
現在、社会の中で問題として関心を持ってもら
いたいことをテーマに取り上げた。

【 講 師 】　笹原　恵　先生
　　　　　     （静岡大学情報学部　教授）

【 テ ー マ 】 第１回　待機児童
　　　　      第２回　女性と働き方
　　　　      第３回　女性と防災

【実施日時】第１回　８月 27 日（土）
　　　　　  午前１０：００～１２：００
　　　　　  第２回　９月３日（土）
                    午前１０：００～１２：００
  　　　　    第３回　９月２３日（金）
                    午前１０：００～１２：００

【実施場所】磐田市豊田東交流センター
【 対 象 者 】 静 岡 県 西 部 地 区 の 男 女
【参加人数】延べ　９６人
　　 　　　 （磐田市、浜松市、袋井市、静岡市
                    からの参加があった）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第１回講座

５．男女共同参画　連続基礎講座

        

 ウィミンズネットいわた
代表　鷹野 ゆき子
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　第２回講座

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第３回講座

【アンケート】（抜粋）
・日々肌身で感じていることをデータの裏付け
で確認し状況の深刻さを再確認しました。当事
者である私達女性一人一人が各自の立場で出来
ることをしなければならないと決意しました。
貴重なお話をありがとうございました。
・古い考えの中で生まれ育ってきました。子育
て・育児の人も周りにいません。今回は見聞を
広めさせていただきました。ペイドワーク・ア
ンペイドワーク・・・初めて知りました。
・避難所の問題とジェンダーは直接的に結びつ
くのか疑問に思った。避難所との問題と結びつ
けるのではなく、性や DV について、また社会
的な女性の立場について話して欲しかった。結
局、何について言いたかったのかわからなく
なってしまう。避難所の問題についてなのか、
ジェンダーについてなのか、DV とモラハラに

ついてなのか・・・。わからなくなってしまう。
・災害時は、ほとんどのことがうまくいかない。
人の精神状態も不安定になる。そんな中で誰
もがなるべく安心して生活できるようにするの
は、難しいことだと感じました。リーダーシッ
プをとれる人、それに協力できる人がたくさん
いること、輪を広げていくことで、避難所での
生活が少しづつ向上するのかと思います。東日
本や熊本・大分の知恵を学ぶことで、いざ自分
たちがそうなった時に活かせると思います。
・被災するという事から、長期的にどのような
ことが起きて来るのか、日常の関係性、ジェン
ダーの課題が根深く影響してくることが理解で
きました。
・期待の差異からくる自己評価の高低、達成の
差が評価の差異になるという話が新鮮で納得し
ました。自分の子どもの選択肢を狭めないよう
にしたいです。
・先進的な自治体の取り組みや、自治体担当課
保育現場の苦労が分かり、目先の事だけでなく、
構造的な問題だ・深い問題だということに気づ
き、参加して本当によかったです。最後の「何
ができるか」というのが心に刺さりました。ま
ずは知り、文句を言うのではなく、互いに成長
し合える関係づくり。仲間と共有していきたい
です。
・ジェンダーにとらわれた働き方、女性のアン
ペイドワークがいまでも認められていないこと
に改めて気がついたが、自分は育児とフルタイ
ムワークの最中で、ペイド / アンペイドワーク
のバランスを（育児後のキャリア形成も含めて）
どう考えたら納得して働けるかということに悩
んでいるので、そのヒントを得るために参加し
た。結局は個々人の価値観の違いなのでしょう
けど、周囲の専業主婦の気楽さをうらやましく
思いつつ、でも自分のキャリアを今捨てて後悔
ないか、毎日辞めようか悩みながら過ごしてい
る。この悩みを共有できる人もいなくて、相談、
考える場を期待していた。
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・アンペイド / ペイドワークの話で、単純に時
間比較で考えると男女同じくらいといえます
が、質という面でも考慮してないとペイドワー
ク側は少し不利かと・・・。アンペイドは自分
のやり方で、好きな時間にでき、自分のペース、
成果を問わない気楽さがあるからです。
・お世話する性としての女性、ジェンダーのア
ンペイドワークが社会を支えているのは事実。
これからいかに生きるか、男性も女性も豊かに
生きていく、誰もが生き生き生きる社会へ構造
そのものを見直してゆく必要があると思いまし
た。ありがとうございました。
・女性は、結婚、妊娠を通して働き方が大きく
変わっていきますが、子育てしながらも自分ら
しくキラキラ輝ける人生を歩めるよう、周りの
サポートが必要不可欠だと思いました。子育て
サポートの優良な企業の例のように、社会全体
が女性の働きやすい環境をつくっていけたら、
もっと女性の社会進出の機会が増えると思いま
す。男だから、女だから・・・という役割の差
別をする時代はもはや世界からも遅れているの
で、多様な生き方を選択できるような社会にな
ればいいなと思いました。
・データ表が多く解かりやすかったです。若い
頃にこのようなサポート制度、講座があったら
よかったと思いました。（仕事を続けたかったけ
ど出産で退職するしかなかった。）「女は家の事
をやってあたりまえ」が変化していき、うれし
いです。→若い人を理解し、育て、サポートす
るのも私たちの仕事だと思います。
・今、専業主婦ですが、子育てをしている中で
社会に取り残されていくような焦りをずっと感
じていました。そして、今日のお話で自分自身
も男性的な視点から物事を見ている部分が強く
あり、今の専業主婦でいる状況にとても自信を
なくしている事に気づくことができました。ア
ンペイドワークの大切さについて今一度考えて
みたいと思いました。

・ニュースで ” 女性活躍推進法 ” についてみまし

たが、復職してみて、実際はまだまだで働きに
くい世の中だと感じています。現状のルールだ
と、辞めざるを得ない状況で、でもそれだと女
性は働き続けられないし、それを理解してほし
いのですが、それはとても難しいことだと思い
ました。
・①資本主義の残念な結果が、今、現代にあら
われていると思う。②アンペイドワークの大切
さ、価値を納得できた。③「結婚しない、子ど
もを持たない選択→子育ては社会全体で」＆「子
育て世代のわがまま←周囲への感謝」・・・これ
がうまくまわる社会に・・・
・女性は手に職を持ったり資格を持っていない
と、再就職や働く条件が厳しいことがよくわか
る。自然災害とはいえ、いろいろなものを失っ
てからの立て直しには女性だけの力では厳しい
ということがよくわかった。
・ジェンダーの根深い課題とともに、被災を乗
り越えてどのような社会を創っていくのか、先
生が過渡期と言われた言葉が、本当に私達が、
全ての人が、皆それぞれに生き生きと人生を創
造できるように、共にできることを考えてゆき
たいと思いました。
・被災地での DV、性被害の件数が多いことに驚
いた。女性の再就職先の少なさ、実際に被災し
たときのことを考えると不安になる。
・私も子供の頃から虐待、モラハラを受けて育
ち、何度も自殺未遂をしました。初めての彼に
は DV を受け続けてました。男性がどうやって
育ち、女性に甘えることで、はけ口にしている、
男性の脳の考え方が女性と違うのがわかりまし
た。そういう、DV・虐待・モラハラに会ったと
きの対処方法を教えてほしかった。
・「説明できる力」が必要という言葉が胸にひび
きました。避難所において女性や子どもに必要
な配慮を推進できる人間になりたいけど、「ジェ
ンダーとは何か」「なぜ女性にだけ配慮が必要な
のか」（女性専用車がなぜあるのかと言うような
人たち）に説明するのはとても難しいです。
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・それを難しいと思うのは、私が幼いころから
「女らしく」「一歩下がって」という価値観にどっ
ぷりつかって育ってきているからです。自己評
価が低く成功体験が少なく、一歩踏み出せない。
ジェンダーにとらわれて育ち、そのように生活
してきていることを自覚しつつ、自分の子ども
たちにはそうなって欲しくないと思い、なるべ
く性別役割分業を意識させずに育てているつも
りです。男には男へのプレッシャーがあること
もよくわかるので、「男」「女」の「こうあるべ
き」の押し付けがない社会になれば男性も暮ら
しやすくなるのにな・・・と思います。セクシャ
リティへの配慮は、無関心な男性だけではなく、
無関心な女性もこわいなと思います。性犯罪を
抑止させるためには避難所のあちこちに啓発ポ
スター（男子トイレの中にも）、被害相談の窓口
の案内は、男子トイレの中や子どもが目にする
場所などにも貼った方がいいと思う。犯罪、暴
力、性犯罪に関しての警告は、被災地や被災地
以外でももっとラジオや TV で流した方がいい
のでは。警告ポスター、映像などを目にするこ
とで、軽い気持ちで悪いことをしようとしてい
る人への抑止効果はあると思う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　託児の様子

３．今後の展望
＜１０月３０日　交流会の開催＞

【 会 場 】豊田東交流センター
【 時 間 】１３：３０～　

　講座の中では参加者が発言する時間があまり
とれなかったので、交流会を開催して、参加者
同士の意見交換をする。　　　　
＜１２月１７日　憲法講演会＆上映会の開催＞

【 会 場 】豊田福祉センター
【 講 演 会 】１０：００～１２：００
【昼食＆交流会】１２：００～１３：００
【 上 映 会 】「日本の青空」
　　　　　１３：００～１５：３０　　
　男女共同参画は法律や制度に大きく関与して
いることを講座の中で学んだが、そのもととな
る憲法について学び、広い視野で社会構造を考
えることができる機会とする。

４．協働団体
　・豊田みなみ保育園内　
　　ファミリーリソースセンター「たいむ」
　第１回目では、連携・協働団体の「豊田みな
み保育園内　ファミリーリソースセンター「た
いむ」の園長先生と元市役所子ども課課長にも
加わっていただき現場の具体的な情報も聞くこ
とができた。
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プ長）
子育て：榊原真理氏
　　　　（ふれあいサポートネット「ふわっと」
　　　　代表）　

【実施日時】平成 28 年 8 月 27 日（土）
　　　　　  10：00 ～ 11：30

【実施場所】浜松市男女共同参画・文化芸術活動
　　　　　  推進センター（あいホール）
　　　　　  302　303　講座室

【 対 象 者 】一般市民、企業関係者、働く女性、　
　　　　　  働きたい女性

【参加人数】51 名

１．事業目的
　少子化による人口減少は今後益々進むと考え
られ、男女共同参画の課題は大きい。仕事と生
活がバランスよくとれれば、女性の働き方も変
わり、安心して出産できる環境になる。企業の
取り組みの変化や性別役割分担の意識改革など
により、男女がお互いに協力し合う状況が構築
され、少子化の歯止めと男女共同参画の一助と
なる。

２．事業内容
　国の施策「一億総活躍時代」は、女性の活躍
に大きな期待をしているが、現状はどうである
か。女性が働き続けるためにはどうしたらよい
か、仕事と生活の調和について、有識者や企業
関係者、参加者と意見交換をし、少子化対策と
しての男女共同参画の役割と課題を考えた。

【 講 師 】
進　行：佐藤克昭氏
　　　　（静岡県少子化対策協議会会長）　
国施策：中島智史氏
　　　　（内閣府男女共同参画局 上席調査員）　
企　業：五十川雅美氏
　　　　（ワーク・ライフ・バランス実践取組企　
　　　　業　（株）ミダック管理部 総務グルー

６．仕事と生活の調和を考える　
－人口減少社会と男女共同参画の課題－
        

 みらいネット浜松
代表　河原 みち代
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【 感 想 】（抜粋）
・国の取り組みを内閣府の人から直接聞けて良
かった。こんな機会はめったにない。
・従業員 200 名ほどの会社で、これほどワーク・
ライフ・バランスに取り組んでいるなんて驚き
だった。
・子育てをしながら仕事を持つのは大変で、ど
うしても別に住む両親に頼むしかない。女性の
仕事と家事育児両立は、現状はなかなか難しい。
・今日のセミナーは大変参考になった。もう少
し時間がほしかった。

・みんな環境が違い抱えている問題も異なるか
ら、両立は女性の働き方をそれぞれの立場で考
えていかないといけない。
・こういうセミナーを多くして、知識を得、悩
みを解決していく機会が必要だ。
・ワーク・ライフ・バランスの理解が出来た。
男女の役割分担意識を考え直す切っ掛けとなっ
た。
・家族や地域で高齢者の助けが必要な時は、若
い人たち、どんどん正直に言ってね。出来るこ
とは何でもするよ。

３．今後の展望
　国の施策、企業の取り組み、子育て地域活動
などの話をしっかりとらえ、今後私たちが身近
なところで実践活動を進め、少子化対策の取り
組みをしていく。

４．協働団体
　・静岡県海外研修女性の会浜松
　・静岡県少子化対策協議会
　・ふれあいサポートネット「ふわっと」
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１．事業内容
【 日 時 】２０１６年８月３０日（火）
　　　         １０：００～１２：３０

【 会 場 】静岡市女性会館 アイセル２１　
　　　         研修室（託児あり）

【 内 容 】
　講義「現代家族の変化と家族の未来」
　ワークショップ＆発表
　まとめ

【参加者数】７０名
　
　昨年、「家族について」の講座を当事業で採択
していただき、犬塚先生から大変分かりやすい
講義を受けることができました。日本が男性優
位の社会として作られていく過程を、歴史的に、
客観的に知ることができました。
近代社会が、日本人の家意識を作り、個々では
意識することさえできないほどに、日本人のア
イデンティティーを形成した経緯（いきさつ）。
そこで学んだことは、社会の形態によって、人々
の営みや意識が大きく左右され、心ならずも
人々が適応していくことでした。
　今回はその続編として、古い家族から解放さ
れ、一億総活躍のキャッチフレーズのもと、女
性と男性が共同参画できる新しいワークライフ
バランス社会の実現を期待しつつ、でも、現状

は少子高齢、人口減少、ちょっとマイナーなイ
メージを提起する暗い社会を、その現実を認識
した上で、よりよい未来像に描き変えること、
暗さを打ち破る方策を模索して、次世代に新し
い希望をつなげることを講座の目標に掲げまし
た。
　先生の現代家族の講義は、私たちが今、身近
に意識している家族像よりずっと深刻で、家族
の価値観をぐっと転換しなければならないほど
シビアでした。
おそらく参加された多くの方々も、戦後の家族
形態から大きくチェンジする現代の若者の生活
や意識に少々驚きを感じたのではないでしょう
か。

　　〈近代家族像からの脱出〉
　先生の提起された最初のテーマは、家族とは、
いかなるものか。家族の解釈を変えることでし
た。たいてい家族といえば、モデルは近代家族。
でも、この家族に執着していては、新しい時代
には適応できないことがよくわかりました。
　多くの若者たちは、安定した収入もなく、結
婚して子育てしたくても、共稼ぎの無理な生活。
すれちがい。離婚。格差の増大。こんな不安定
な社会の中で、未来を設計しているのです。
　人に、必要とされ、愛され、安心を与えてく
れるものが、人にとってなくてはならない家族

７．みんなで「家族」のことを考える！
　　Part ２
        

 しずおか女性の会
代表　島田 充子
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ならば、今の若者にとって、それは、家庭とか、
親とか、結婚とか、古い固定観念に縛られた家
族ではなく、個々人がそれぞれの価値観をしっ
かり持ち、充足すること。未来の家族は、多様
な人間性や個性を受容する、たとえば同居人は、
同性でも他人でもペットでもいい、また、寄り
集まったシェアハウスのようなものでもいい。
そこには、柔軟な発想が求められていました。
　新しい家族の創出には、一人ひとりの自立は
もとより、従来の家族単位ではない、個人単位
の社会保障制度を充実させることが必須でし
た。
　男女が共に働き、脱ジェンダーし、家事も育
児も共にする、みながシェアしあう優しい思い
やりに満ちた社会の実現。
　現代は、新時代への過渡期であり、重要なエ
ポックなのだと思いました。
　先生の講義のあらましを報告します。
　以下、四つの視点で話されました。

演題「現代家族の変化と家族の未来」
１．シングル化する日本社会
２．シングル化と拡大する家族格差
３．個人レベルでの対策　　
４．社会的レベルでの対策 

１．シングル化する日本社会
　将来家族はどうなっていくのか、一言でいう
と難しい。家族は人間が生きていく上でどうし
ても必要だが、形はどんどん変わっていく。多
様化、個人化。激変していく。今までの家族で
ないと家族でないと思っていると幻滅する。結
婚して２人くらい子どもを産んで、が当たり前
という考え方はやめて現実を冷静にとらえるべ
き。
　現代は、単身、独身でなくシングルという言
い方がぴったりする。１９７０年代は高度経済
成長で人口も増え、結婚相手もいっぱいいて妻
を養うことができたが、８０年代は低成長で、

日本型終身雇用も崩れ、女性も働こうとパート
主婦が増えた。しかし、家事、育児、には手を
抜けない。そういう家族のあり方には無理があ
り、ついていけない。
　結婚も無理。３０代前半では男２分の１、女
３分の１が未婚。欧米では事実婚や同棲が多い
が日本は２％で、結婚が人生の大きな分かれ目
になるので未婚が多いというと少子化になって
しまう。４０代でもシングルが多くなり、中
年シングルが高齢化するとひとりになる事が多
く、孤立化、無縁化する。下流老人になり、経
済的に破たんするという危うい予兆がある。

２．シングル化と拡大する家族格差
　かつての日本では、家族だけが福祉資源だっ
た。福祉は家族でやるのが常識。
　近代家族は男が働き、女が家を守る、社会保
障や福祉は全部家族でやれという話です。企業
福祉と家族福祉が一体となって、女性は家にい
て、ただ働きで低福祉。『家族は福祉の含み資産』　
という人がいました。
　結婚はばくちのような側面があり、義父母の
介護が必要になれば妻の負担はとても大きい。
　家族に福祉を依存するのは無理になり、介護
保険ができた。しかし、介護保険が今、機能し
ていない、要介護認定が厳しくなり、維持が大
変になりつつある。
　家事、育児、介護の負担を考えれば、シング
ル化は加速する。
　２０代女性の結婚相手を選ぶ条件は６８％が
４００万円以上の収入。しかし、３０代でもそ
の収入以上は２５％しかいない。結婚なんて程
遠い。パートに出て、家事育児もやり、介護も
負担となると結婚なんてしたくない、やってら
れない。行き詰まり。
　低所得者の離婚も増えている。家族関係もば
らばらで、孤立化しやすい。富裕層にはケアも
有利で、格差は拡大する一方。家族、経済、社
会保障は、連動しやすく、負のスパイラルに。　
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　今のままだと絶望しかない。日本の社会がど
んな選択をするのか、とにかく変えるしかない。

３．個人レベルでの対策
　「婚活」プラス「一人で生きる準備」というダ
ブル戦略が必須。男性も女性も自立する。若者
も高齢者も。
　市の婚活、否定はしないが今のままの状態で
は無理。脱性別役割分担、男も家事育児をやる。
キーワードは脱ジェンダー、ワークライフバラ
ンスの実現。
　とにかく、今の家族観に縛られているのでは、
解決はできない。
　熟年再婚、脱孤立化のための共同生活、バー
チャル家族や、ペットとの暮らしも、オタク人
種も OK。柔軟な考えを持つこと。

４．社会的レベルでの対策
　暗い話ばかりでしたが、側面はこれから。方
向を個人単位に変える。
　一生独身でも生きていける個人単位の社会保
障制度を土台にして家族形成支援をしていく。
　婚活は今までの家族を前提にしない。嫁入り
の発想から抜け出す。婿入り支援、ターン支援、
シングルマザー婚活、選択的夫婦別姓、国際結
婚支援。
　現在の標準家族モデルを前提とした社会保障
制度の全面的見直しをする。
　①年金制度　
　②健康保険
　③住宅政策
　④雇用対策
　⑤養子里親制度
　⑥社会参画支援

５．まとめにかえて　～あらためて
　　「現代における家族」とは
・家族とは～「自分を必要とし、自分を大切に

してくれる存在 → だったら「家」や「近代家
族」には全然限らない。「同性」でもいい、「他
人」でもいい、「人間でなくても」いい、（庭の木、
浜辺で拾った石）柔軟な発想。
・孤立社会、無縁社会から個人と家族をともに
救う方法　→「家族やパートナーを作りやすく
する方法」と「家族やパートナーがいなくても
安心して生活できる環境を整備する方法」のふ
たつが必要　（後半がより重要）。

◆質問に答えて
①社会保障制度充実の財源は？
　今のままでも配分の仕方を変える
②ジェンダー平等どうする？
　政治を変える。せめて自分の望む政策を掲げ
　る政党を選ぶ。
③声をあげる。女性の政治家を増やす行動に参
　加するなど
⑤結婚することを常識とは考えない、など。
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 　　　　　講義の後のワークショップ
　　　　　　　　７グループ

　　
時間の都合で、三つのテーマに絞った
　　　１　講義の感想
　　　２　家族の現状
　　　３　願い

以下、ファシリテーターからの報告

１グループ　
　柴田まち子（しみず女性の会）
１．感想
①グループの殆どのみなさんは初めて家族の講
義を受けました。新鮮に感じたということは、
静岡に住んでいれば都会の方と違って、日常生
活の上で特別支障もなく家族について深刻に考
えていなかった。
②家族の在り方が時代とともに変化してきまし
たが、今までの日本の家族の在り方が日本を築
いてきたと思っていましたから、あまりにも早
い時代の変化に戸惑い、講義の内容は頭ではわ
かっても、なかなか受け入れるのに時間がかか
ります。
２．現状
①自分の老後は経済のことも考えて生活レベル
も下げてきたので今は生活できている。（生活設
計をしてきた）
③娘が１０年前離婚、親として娘の将来が心配。
④私たちの年代は、親を見てきましたが、子ど
もたちが親の面倒をどこまで見られるか心配。
葬儀とか、年季法要のあり方など、どうなって
いくのでしょう。
④親と子どもの考え方の違いが大きすぎる。
⑤子どもに迷惑がかからないよう、自立できる
生活をしている。
⑥結婚しない子どもらを抱え、親の死後どう
なっていくのか心配です。

　グループ中、４人は結婚しない子どもを抱え、
親の死後、子どもたちの生活に不安を抱いてい
る。離婚した娘の将来もどうなるのか、家族の
悩みの多くを占めていると感じました。今日の
講義から、子どものことより、親が考えを変え
ていくしかないとの結論です。
３．願い
①一人の人間として、尊厳を持って生きて死に
たい。
②個人単位の社会保障制度が早くできるといい
と思います。
③家族の中での話し合いが大切。
④家族は社会の縮図と思って生きてきたし、母
親も子どもの幸せだけを考えてきたので、今の
若い母親のあり方にも疑問を感じることが多々
あります。
４．まとめ
・あらためて家族とはといっても、家族の問題
は、課題が大きすぎて、時間がかかると思いま
す。
・現在、結婚できない人が多いことに社会もか
かわっていく必要がありますが、社会に頼らず、
老後も一人ひとりが自立していくこと、また、
考えを改めていくしかないとの結論でした。

２グループ
　大石潤子（しずおか女性の会）
１．感想・質問　　
・今までの家族のイメージを払いのける講義で、
考え方をかえなくてはいけないと思うようにな
りました。
・柔軟な発想が必要、大きく家族を捉える必要、
広い心を持って行きたい。
・そうはいっても早く妥協して結婚してほしい。
・社会保障の個人化でかえって今までより悪く
なりそうで、良くしていくには何が必要です
か？　
・草食男子　食事の影響は？
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２．現状
・高齢者２人だが、こどもの家庭を支援してい
る。自分たちが支援される必要が出たら即大変
心配。
・未婚の娘は将来のために個人年金をかけてい
る。
・娘は実家頼りの出産、子育て。
・子どもの家族と住んでいる。仲良くやってい
きたい。
・子どもが地元にいないためがんばるしかない。
・健康でぴんぴんころりの生活をしたい。
・望んでもそうは中々いかないので・・・。
３．願い（これからの家族）
・住宅を個人の力でなく社会の責任とした対策
を、で政治に要望したい。
・介護が必要になったとき子供たちに負担をか
けずに生活できるように。
・今日一日としてがんばりたい。
・健康で毎日を過ごせるように。
・ある程度目をつぶって早く結婚してほしい。
・充実した社会保障（消費税に頼らず）がどう
しても必要。

３グループ　　
　佐藤エイ子（しずおか女性の会）
１．感想・質問
・「家族とは」を考えると深いです、絆・つなが
りを改めて考えさせられた。
・今後の家族のあり方、ジェンダーが鍵という
ことについて良くわかった。
・一人で生きていく工夫。
・三世代で育ったので子どもにも「お墓を守る
など」と育ててしまった。
・「近代家族」を引きずっていることは、考え方
を変えなければと思う。
・社会の対応➡自立すること
　「家族とは」一人ひとりが善い生き方、それぞ
れ尊敬できるような人の集まり。

　（質問）
　経済成長が活発化すれば婚活もうまくいくの
でしょうか？
２．現状
・老夫婦２人で暮らす…２人。
・夫婦・息子夫婦・近くに娘夫婦と孫２人。
・共働きの息子夫婦と同居予定。
・年金生活になってからの医療費の負担が不安、
病気で子供に迷惑を掛けないように工夫してい
る。
・１人っ子で未婚の子。付き合っている人はい
るが結婚まで考えているのか？
・年をとってしまった娘・息子に困っている。
少しずつ変わっていかなくてはと思う。
３．願い
・共に健康で、死ぬまで元気で（周りに迷惑か
けたくない）。
・子供たちにも個人単位の社会保障が充実して
いれば、私たちの死後も安心して生活できそう。
・孫は無理かな？
・経済的なことを考えずに過ごせたらみんなが
社会的承認を得られる実感を持てるように。
・「家族」は生きるための「巣」（とても大切）。
・介護保険制度ができたが、最近は「介護は地
域で」という方向になっている。
つまりは家族で、ということではないか。
・若者が一次産業で生き生き希望を持って生活
できるようにして欲しい。家族の形式にこだわ
らずに定着した生活ができることが、村落・伝
統・環境が保たれ互いに助け合って、持続可能
な世になることと思い願っている。

４グループ　　
　豊島智江（ゆい女性の会）
１．感想
・社会保障制度の全面的見直しという意見に賛
成です。
・未来に希望を持てるような社会を作ってほし
い。
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・家族が家族らしい家族になって、社会を作っ
ていくことも大切。
・夫と妻、親と子がどういう存在になっていけ
るのか。
・富める者がさらに富めるような国のやり方は
改めてほしい。どのような人も健康で文化的な
生活ができるよう、基本的人権が守られる社会
の実現を望む。
・今の政府のやり方（アベノミクス）は、格差
をさらに大きくする政策をとっている。
　若い方の意見です→
・２０代３０代の独身女性は、最低限生きてい
ける収入はある。興味があることに時間を費や
し、そこで生まれた交流もあり、寂しさを感じ
ない。とりわけ、男性の必要を感じない。未来
像としては、老後は同じ境遇の人たちとシェア
ハウスで暮らしたい。シングルの不公平さはつ
ねづね感じているが、そのうえで、近代家族像
から遠ざかりたいように思っている。
２．現状
・夫と二人暮らし。長男未婚、長女既婚２人の
子供あり（離婚を考えているが子が反対）親は
孫のことを考え悩んでいる。
・一人息子（結婚しないで悩む）。
・友人と猫２匹、犬１匹（若い方）。
・５人の子どもは２人は結婚したが３人は独身、
安心して結婚できる社会になってほしい。
・孫育てが忙しい。子育ては厳しい。
・少子高齢化になるような政策がとられて来た
ように思う。
・二人の息子は結婚して、産休明けで仕事復帰
したいが保育園がない。県外で親も遠く困って
いる。
３．願い
・誰もが一人であっても、病気になっても安心
して生活できる社会になってほしい。
・自己主張することによって、テロや戦争が起
きる現状を良く考える必要がある。日本は、ま
だ秩序が保たれているので、今後、悪い方向に

進んでは困る。
・格差社会の是正。富める者が税金を納め、消
費税をなくし、すべて所得に応じたものにして
ほしい。
・いちばん大切なことは、誰もが平和に心豊か
に暮らせる社会だと思います。そのための社会
レベルでの対策が実現できることも一つの方
法。
・若い人の働く条件が、厳しい。家族が一緒に
いられる働き方になってほしい。
・日本は教育費が高いので、なおしてほしい。
例えば、オスプレイ１機なくせば、国立大学を
無料にできる。
・高齢者と若者の価値観・考え方の違いが大き
い。教育の内容や生命の尊さを考えるような政
治のあり方を望む。

５グループ　
　木村幸男（メンズサポート静岡）
１．感想
　昨年に続く講演会で、今年は家族問題に絞ら
れたので参加者の関心も強く、講演はまるで
SEALDS の奥田君が乗り移ったかのようにあの
温和な犬塚氏が、日本の社会政策のあり方をラ
ジカルな警告を込めて、熱っぽく過激に論を展
開し、実に魅力的な講義になった。
　これほど挑発的でシャープな講演は、めった
に聞くことができないので、多くの政治家・代
議士・官僚・市民に聞いてほしい内容だった。
　残念だったのは、午前中に終わるという制約
があったため、講義の後のワークショップにあ
まり時間が取れなかったこと。
　そのため、これからどうしたらいいか、もっ
とも肝心な話題となるべき、未来志向の話し合
いができなかったのは、本当に残念だった。
２．まとめ
　しかし、最後に犬塚氏は、「各政党がこれか
らの社会政策にどういう案を持っているかを、
しっかり確認した上で市民が投票するようにな
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れば、住みやすく、生きやすい社会を実現して
いくことは不可能ではないはずだ」という、ポ
ジティブな助言をして、暗い話題が蔓延する社
会でも、希望を持って生きるべきだと、受講者
を元気づけてくれた。
　もう、見事というほかない、じつに素晴らし
い講演会だった。

６グループ　
　末吉嘉恵（NPO 法人よしよし）
１．感想
・従来の家族のあり方に漠然とした疑問を感じ
ていたのですが、先生の講義を受け答えがあっ
たような気がしています。
・家族主体を基に個人のやるべき目標と役割を
見直す時に来ている。
・「一人で生きる準備」これが大切だという話、
本当にそう思いました。
・目からウロコのお話でした。（新聞などでいろ
いろ見聞きしていましたが）
・自分個人で生きていける力をつけていこうと
いつもしています。より、やって行こうと思い
ました。個人単位での社会保障が良くなればと
常々思っております、もっと若い世代も希望
や生きやすさを感じられるようになると思いま
す。
・女性も働き、男性も家事をすることが大切と
わかった。
・家族に頼ることが当たり前だと思っていたの
で、目からウロコでした。
・未婚少子化、離婚がタダ、家族と連動して経
済社会保障の事。

〈まとめ〉
　個人を尊重しながら周りを大切にする生き方
を学んだ。
２．現状
・４歳～７０歳の年齢のギャップを感じている。
（考え方の違い）（いろいろなアイディアがでる）
・結婚しているのになぜ子どもがいないのかと

責められる事が多く、言い訳を探しながら生き
ている状況です。
・家族：主人死亡、私一人とペットネコ。
・子ども５人３世代同居、まだ介護はしていな
い。
・私は友人とワンコ１匹、猫２匹で今住んでい
ます。より良い形になるように、楽しく生きら
れるようしたいし思っています。話し合いは大
切。お互い個人。やっぱり話をし、確認なども
必要。
・我が家は家庭がうまくいっていない現状があ
る。
・２０代の子どもがいて、結婚に対する考えを
持つというよりも自立する事が最優先であるよ
うな気がする。子供達が家に戻って来て一緒に
住むという将来は考えにくい。
３．願い
・私も今の生活が幸せです。（お一人様のかた）
・「こうあるべき」という押しつけを無くし、そ
れぞれを尊重できる社会に。
・ 考え方、また将来に対する準備をしていこう
と思った。
・家族仲良くやっていきたい。
・個々の幸せの形。・ 幸せと感じる世の中。
・これからの人生が重要と感じて活きる。
〈まとめ〉
　一人一人考え方や環境が違うけど、相手を思
いやれるような社会に。
　お金はなくても心に余裕を持っていたいし、
他の人も助けたい。
　個々は違うけどそれぞれが幸せと感じられる
社会に！！！

７グループ　　
　谷直子（女性会館）
１．感想・質問
・社会保障を個人単位に考えるのは必要だと
思った。
・自分の家族において疑問や不満を明確に表し
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てくれた。
・現代の家族の形態、現状が分かった。一人で
生きることができる社会が必要なことも分かっ
た。
・講義内容が現在の我が家そのもの、低所得、
性別分業など問題は多い。
・自分の老後はピンピンコロリにならなければ
いけないと痛感しまた。
・これから社会制度を早急に変えていくことが
大切。
２．現状
・結婚していない息子、娘がいる。
・夫婦と子ども一人、外に出た大学生の子ども
2 人。（経済的に苦しい）
・今は安定した年金生活。苦労の見返りだと思
う。
・結婚できないのか、しないのか娘がいる。
・家族が健康、今のところ不満はない。
・夫の家族はジェンダーが根強い。
・6 人家族。息子夫婦と同居。
・13 年の主婦業から共働きに。
３．願い（こうあってほしいこと）
・今の家族構成で健康で生活できると良い。
・正規社員で安定した働き方ができるように。
最低賃金を上げてほしい。国の社会保障を大幅
に充実してほしい。
・家族制度、社会制度を変えてほしい。年金支
援制度改革。貧困支援充実。
・共働きで 3 人の子育てが大変。子どもを産ん
だら支援をもっと多くしてもらえる社会に。
・あらゆる形のカップルに法的制度が認められ
るように。
・子育て夫婦は苦しい。シングルから子育て支
援のための税金を徴収してほしい。
・自分より子たち世代が心配。税制等でも将来
を考えほしい。
・日本国内に働きやすい環境を。日本経済を考
えてほしい。

２．協働団体
　・しみず女性の会
　・ ゆい女性の会
　・メンズサポートしずおか
　・NPO 法人　よしよし

３．まとめ
　私たちの今生活している家族の中に、講義内
容の「現在家族の変化」が現れていることが分
かる。家族をつくりたくても家族をつくれない
社会の現状があり、日本社会はシングル化によ
り、標準家族（近代家族）モデル前提の社会保
障制度では現状に合わないことが理解できた。
　これまでの家族のイメージが常識ではなく、
自分が生きたい社会に、多様化を認める社会に
なっていくことが必要である。
　家族単位の社会保障から、個人単位の社会保
障への変化を考えて行かなければならないこと
が分かった。
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1．はじめに
　世界女性会議ネットワーク静岡は、北京で開
催された第４回国連世界女性会議・北京会議の
NGO フォーラムに参加した静岡県内の女性たち
を中心に、真の男女共同参画社会を推進するた
めの団体として 1998 年に発足しました。更に
2002 年に法人化して「NPO 法人世界女性会議
ネットワーク静岡」が誕生。第 4 回の北京会議
で採択された「12 の行動綱領」の一つでありま
す「女性と貧困」を検証する上で、『知っていま
すか？　見えていますか？　" 女性と貧困 "』と
いうテーマでシンポジウムを開催致しました。
　第１部のフラッシュスピーチでは、「若年女性
の貧困」を取材された NHK 元報道記者・現さ
いたま放送局の記者 “ 村石多佳子さん ” に、日
本の社会の現状を話していただきました。
　第２部のパネルディスカッションでは、パネ
ラーの皆様が社会の現状やご自身たちの取り組
みなどを話されました。社会の現状を理解した
上で、「貧困のない社会を創るためには課題は何
か、私達に出来ることは何か」を皆で考える機
会といたしました。
　「女性と貧困」という大きなテーマでありまし
たが、大学生が男性も女性も多く参加されたこ
とは、大変嬉しいことでした。また、参加して
くださった多くの皆様から頂きました貴重なご

意見等は、私共の今後の活動につなげていきた
いと思っています。
NPO 法人世界女性会議ネットワーク静岡
代表　　守屋　秀子

2．事業内容
【 日 時 】平成 28 年 11 月 5 日（土）
                    13：30~15：30

【 会 場 】静岡県男女共同参画センター
                   （あざれあ）４階　第２会議室

第一部　フラッシュスピーチ
「あしたが見えない
　～深刻化する〝若年女性の貧困〟～」

【 講 師 】元 NHK クローズアップ現代　
　                記者　村石多佳子さん

８．知っていますか？見えていますか？　
　　女性と貧困
        

 NPO 法人　世界女性会議ネットワーク静岡
代表　守屋 秀子


